
メッセージ 国家試験に向けて必要な知識を整理していきましょう。

参考図書

履修上の
特になし

留 意 点

教 科 書
〔教科書〕 特になし。必要に応じて資料配布を行う。

第 15 回 症例報告③

評価方法 筆記試験[マークシート]

第 13 回 症例報告①

第 14 回 症例報告②

第 11 回 症例報告スライドの作成①

第 12 回 症例報告スライドの作成②

第 9 回 症例報告レジュメの作成②

第 10 回 症例報告レジュメの作成③

第 7 回 第3回卒業課題の実施と解説②

第 8 回 症例報告レジュメの作成①

第 5 回 第2回卒業課題の実施と解説②

第 6 回 第3回卒業課題の実施と解説①

第 3 回 第1回卒業課題の実施と解説②

第 4 回 第2回卒業課題の実施と解説①

第 2 回 第1回卒業課題の実施と解説①

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

卒業試験を通じて、理学療法士（理学療法士国家試験）に必要な知識・思考について学んでい
く。
また、臨床実習において経験をした症例について、より理解を深め、今後の臨床場面での理学
療法実践プロセスの質を向上させるため、症例報告を行う。
症例報告は、症例報告レジュメ・発表スライドの作成、発表を行う。

〔学習目標〕

・理学療法士国家試験に求められる知識について自分の言葉で説明できる。
・症例報告レジュメとスライドの作成が行える。
・スライドを用いた症例報告が行える。

授業回数 授業内容

第 1 回 症例報告について（CARE声明など）

30時間

〖理学療法学科〗 選択必修分野

授業科目名 卒業課題Ⅰ 授業形態 講義 配当学期 3年（前期）

担当教員名 理学療法学科教員 単位数 1単位 時間数


